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 「奈良のくすり」の歴史 と 伝統的な奈良のくすり 

 
 

    古くは古墳時代にまで遡る歴史と文化に彩られた奈良。 

    シルクロードの旅人が運んできた文物が日本文化の源泉となり、医薬術も大いに取り入れられま 
した。６世紀末から大和朝廷は、宮中の人たちへの医療だけでなく、施薬院を設置し病に苦しむ民衆 
に薬を施しました。 

 

    ７世紀に入り、修験道の開祖とされる役行者は、自生するキハダの皮を煎じ、それに大峯山で採 
れる薬草を混ぜて薬をつくりました。この薬は、日本で最古の売薬であるといわれていますが、今も 
「陀羅尼助丸」や｢三光丸｣という名称の胃腸薬として広く使用されるなど、多くの伝統薬が奈良には 
あります。 

 

    このように薬に関する歴史や文化が奈良にあったことから、寺社での施薬や家伝薬の製造販売が 
盛んとなり、大和売薬の発展につながっていきました。 

    現在でも、奈良県の多くの企業が、薬の製造・販売を通じて、皆様の健康な生活の支えとなってい 
ます。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

六神丸の名称は、中国の六つの神（方角の神の四神、青竜、

白虎、朱雀、玄武に、広陳、騰蛇の二神）にあやかったもので

す。

蟾酥（蛙の分泌物由来の生薬）を主成分とした強心薬です。

東大寺所蔵の太鼓の中から奇応丸の処方が書かれた文書

が見つかりました。

子供の栄養状態が悪く虚弱な場合などの夜泣き、発熱、下

痢に効果のある薬です。六神丸から蟾酥を抜いた構成に似て

います。

陀羅尼助丸や三光丸は、キハダの内皮（オウバク）を主成分

とする胃腸薬です。配合する成分により下痢止めと整腸の両

方を併せもつものもあります。
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天平宝漢

三光丸 黒玉龍膽丸

マザーセブン

フジイ陀羅尼助丸

ビタグルコン内服液ＤⅡ

風天狗 三宝心「マルタ」

ジンホル

かぜソフトカプセル

スキンピュアリッチ

ならこすめ
エッセンス

味覚糖陀羅尼助飴

大心丸
力臓心 ハイドロＱキズパッド

ならこすめ
クリーム
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   「奈良のくすり」等の販売店マップ 
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